
新
結
合
が
革
新
を
生
む

「
な
ん
だ
か
ゴ
ミ
が
や
け
に
多
い

な
。
な
ん
と
か
な
ら
な
い
か
な
」。

２
０
１
７
年
10
月
。「
つ
く
ば
ク

ラ
フ
ト
ビ
ア
フ
ェ
ス
ト
」の
会
場

（
Ｔ
Ｘ
つ
く
ば
駅
前
）で
、
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
の
中
堅
社
員
、
古
原
徹
は

つ
ぶ
や
い
て
い
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と�

�

エ
コ
カ
ッ
プ
開
発

同
フ
ェ
ス
は
筑
波
大
学
の
学
生

の
発
案
で
始
ま
り
、
国
内
外
の

１
０
０
種
類
以
上
の
ビ
ー
ル
が
飲

め
る
大
ビ
ー
ル
祭
だ
が
、
当
時
の

会
場
で
は
プ
ラ
製
の
使
い
捨
て
透

明
カ
ッ
プ
が
ゴ
ミ
箱
に
あ
ふ
れ
か

え
っ
て
い
た（
20
年
、
21
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
た
め
中
止
）。

欧
州
で
は
20
年
以
上
前
か
ら
、

使
い
捨
て
で
は
な
い
エ
コ
カ
ッ
プ

が
出
回
っ
て
い
た
。「
ウ
チ
も
エ

コ
カ
ッ
プ
が
で
き
な
い
か
な
」。

18
年
７
月
、東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
技
術
交
流
会
で
、
古
原
は
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ

イ
バ
ー
成
型
技
術
を
見
つ
け
た
。

そ
の
後
の
ス
ピ
ー
ド
は
速
か
っ

た
。
12
月
に
試
作
品
が
完
成
す
る

と
翌
19
年
１
月
に
役
員
に
提
案
。

３
月
の
テ
ス
ト
販
売
を
経
て
７
月
、

セ
ル
ロ
ー
ス
フ
ァ
イ
バ
ー（
木
質

繊
維
）を
55
％
含
む
世
界
初
の
エ

コ
カ
ッ
プ「
森
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
」

が
生
ま
れ
た
。

実
は
古
原
は
タ
ダ
モ
ノ
で
は
な

い
。
あ
ま
り
の
ヒ
ッ
ト
で
品
切
れ

が
続
い
た「
ス
ー
パ
ー
ド
ラ
イ 

生

ジ
ョ
ッ
キ
缶
」（
21
年
４
月
発
売
）

の
発
案
・
デ
ザ
イ
ン
担
当
者
な
の

だ
。
09
年
３
月
に
東
北
大
学
大
学

院
工
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了

し
、
同
年
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
に
容
器

包
装
の
研
究
開
発
職
と
し
て
入
社

し
た
。

当
初
は
清
涼
飲
料
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ

ト
ル
開
発
を
担
当
し
て
い
た
が
、

16
年
に
は
伝
統
工
芸
士
と
組
ん
で

「
六
条
麦
茶
江
戸
切
子
ボ
ト
ル
」

を
開
発
、「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」

も
受
け
た
。

１
人
の
社
員
が
こ
れ
ほ
ど
ヒ
ッ

ト
を
連
発
す
る
の
は
、
た
だ
ご
と

で
は
な
い
。
古
原
に
直
接
、
そ
の

秘
け
つ
を
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
社

会
や
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た

い
」と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
と
い

う
。「
森
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
」は
プ
ラ

ご
み
問
題
を
、
江
戸
切
子
ボ
ト
ル

は
伝
統
工
芸
の
伝
承
課
題
に
取
り

組
ん
だ
。

古
原
は
こ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、

上
司
に
掛
け
合
っ
て
22
年
１
月
、

社
会
課
題
解
決
型
の
新
組
織「
ア

サ
ヒ
ユ
ウ
ア
ス
株
式
会
社
」の
立

ち
上
げ
を
主
導
し
た
。
社
長
に
は
、

古
原
の
相
談
を
受
け
た
上
司
の
高

森
志
文
が
就
い
た
。
同
社
の
パ
ー

パ
ス（
存
在
意
義
）は
２
つ
あ
る
。

「
地
域
課
題
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
」と
、「
循
環
型
社
会
形
成
に
貢

献
す
る
こ
と
」だ
。

古
原
は
、
通
常
な
ら
捨
て
ら
れ

る
食
材
を
利
用
し
た
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
Ｕ
Ｐ
Ｃ
Ｙ

Ｃ
Ｌ
Ｅ 

Ｂ
」を
開
発
、
販
売
を
始

め
た
。
こ
の
う
ち「
蔵
前
Ｂ
Ｌ
Ａ

Ｃ
Ｋ
」は
カ
フ
ェ
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
、

「
蔵
前
Ｗ
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
」は
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
屋
さ
ん
の
パ
ン
の
耳
を

使
っ
た
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル「
狭
山
Ｇ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
」は
埼
玉
県
狭
山
市
の
お

茶
屋
さ
ん
か
ら
引
き
取
っ
た
茶
葉

の
未
利
用
部
分
を
、「
さ
ん
む
Ｒ

Ｅ
Ｄ
」は
千
葉
県
山
武
市
の
い
ち

ご
狩
り
農
園
で
余
っ
た
冷
凍
イ
チ

ゴ
を
そ
れ
ぞ
れ
材
料
に
使
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
食
品
ロ
ス
を
少
し
で

も
減
ら
そ
う
と
い
う
試
み
だ
。

ご
み
を
溶
か
し
て�

�

新
し
い
肥
料
に

「
静
岡
市
か
ら
新
し
い
肥
料
モ
デ

ル
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
」。
静

岡
市
長
の
田
辺
信
宏
は
22
年
６
月
、

静
岡
市
役
所
で
記
者
会
見
を
開
き
、

高
ら
か
に
宣
言
し
た
。

そ
の
仕
掛
け
人
は
日
鉄
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
だ
。
同
社
は
も
と
も

と
日
本
製
鉄（
当
時
は
新
日
鉄
）

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
部
門
だ
っ

た
が
、
06
年
に
分
社
・
独
立
し
た
。

天
然
ガ
ス
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
や
風
力

発
電
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
が
強

い
が
、
全
国
49
カ
所
で
ゴ
ミ
処
理

施
設
も
建
設
・
運
営
す
る
。

そ
の
一
つ
が
静
岡
市
の
西
ケ
谷

清
掃
工
場
だ
。
こ
こ
で
は
一
般
家

庭
ご
み
を
焼
却（
通
常
８
０
０
─

１
０
０
０
℃
）す
る
の
で
は
な
く
、

１
６
０
０
─
１
８
０
０
℃
で
溶
融

す
る
。
す
る
と
、
そ
の
溶
融
ス
ラ

グ（
残
さ
）が
残
る
。
そ
の
成
分
を

調
べ
た
と
こ
ろ
、
可
溶
性
ケ
イ
酸

や
ア
ル
カ
リ
分
に
富
み
、
特
に
イ

ネ
科
の
育
成
促
進
に
効
果
が
あ
る

事
が
分
か
っ
た
。

イ
ネ
の
表
皮
が
強
く
な
る
こ
と

で
病
虫
害
に
も
強
く
な
り
、
農
薬

を
減
ら
せ
る
可
能
性
も
あ
る
と
い

う
。
海
洋
で
は
、
溶
融
ス
ラ
グ
を

含
ん
だ
藻
場
ブ
ロ
ッ
ク
を
作
る
こ

と
で
、
海
藻
類
や
ア
ワ
ビ
な
ど
の

生
育
効
果
が
期
待
で
き
る
。

こ
の
溶
融
ス
ラ
グ
肥
料「
Ｓ
Ｋ

ケ
イ
カ
ル
」は
22
年
３
月
、
農
林

水
産
省
が
肥
料
と
し
て「
本
登
録
」

を
認
め
た
。
こ
れ
を
機
に
、
Ｊ
Ａ

静
岡
経
済
連
の
協
力
も
得
て
、
拡

販
を
目
指
す
。

日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
取
締

役
常
務
執
行
役
員（
環
境
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
長
）の
鈴
木
隆

は
、「
静
岡
市
の
モ
デ
ル
は
、
ま
さ

に
国
が
推
進
す
る『
地
域
循
環
共

生
圏
』の
構
築
に
資
す
る
も
の
。

市
や
静
岡
大
学
、
経
済
連
の
協
力

を
得
て
、
他
地
域
で
積
極
的
に
展

ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・イ
ン

さ
ら
に
進
化
・
深
化

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
公
式
用
語「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
」が「
進
化
」「
深
化
」の
度
合
い
を
深

め
て
き
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
公
式
文
書
で
は「
社
会
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
目
標
設
定
」を
指
す

が
、
本
誌
で
は
、「
社
会
課
題
の
解
決
を
起
点
に
し
た
事
業
創
出
」と
定
義
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
を
調
べ
る
と
、「
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
」に
は
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

「
生
ジ
ョ
ッ
キ
缶
」（
右
）と「
森
の
タ
ン
ブ
ラ
ー
」（
左
）を
開
発
し
た
ア
サ
ヒ
グ
ル
ー
プ
の
古
原
徹
氏

アウトサイド・イン ［SDGsビジネス戦略］

①プロダクト・アウト�［自社シーズ］
　☞自社の製品・技術を市場に投入
②マーケット・イン�［市場ニーズ］
　☞現顧客のニーズに対応した製品・サービス
------------------------------------------------
③アウトサイド・インサイド・アウト�［社会ニーズ］
　☞社会課題の解決を起点に製品開発
④インサイド・アウトサイド・イン�［社会シーズ］
　☞自社の既存技術で現在の社会課題に対応
⑤アウトサイド・アウトサイド・イン�［未来ニーズ］
　☞未来の課題を想像し、新たな事業創造
⑥インサイド・インサイド・アウト�［未来シーズ］
　☞未来の社会課題に備えた基礎研究
※�⑤と⑥のベクトルは、市場が見つかれば、それぞれＵターン
して、市場に向かう� ［作成：オルタナ編集長・森 摂］

静
岡
市
役
所
で
ス
ラ
グ
肥
料
を
発
表
し
た
田

辺
信
宏
・
静
岡
市
長（
左
か
ら
２
人
目
）

（ 

オ
ル
タ
ナ
編
集
長
・
森 

摂
、
副
編
集
長
・
吉
田 

広
子
、
長
濱 

慎
、 

 

オ
ル
タ
ナ
Ｓ
編
集
長
・
池
田 

真
隆
、寺
町 

幸
枝
、羽
生 

の
り
子
＝
パ
リ
）
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